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第１章 策定にあたって 

 

第１節 生涯学習施策の意義と役割 

●生涯学習は、自己実現を図る上で欠かせないもの、「豊かな人生」を送るための基盤となるもの。 

●ライフステージの様々な段階で「他者」と出会い、交流し、その中で「学び合い」が生まれる。 

●「学び合い」は、社会に新たな価値の発見や創造をもたらす。 

●地域を豊かでうるおいのあるものとすることが、生活者としての個々人にとっても非常に重要。 

●学びの過程で他者とつながり、成果を自分以外や地域のために活かすことも生涯学習の醍醐味。 

●学びの成果の還元は、豊かでうるおいのある地域社会の形成にも大きな役割を果たす。 

●豊かでうるおいのある地域の構築に向けて、社会性と公共性を帯びた市民の多様な学習活動に

対して支援し、積極的に働きかけることが、現代の生涯学習施策の意義と役割。  
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第２節 計画策定の背景と趣旨 

●世界は、ＡＩ※の進化やデジタルトランスフォーメーション※、ＳＤＧｓ※に代表される、真に持

続可能な地球づくりへとつながるイノベーションの波など、産業・社会構造の大変革期にある。 

●「人生 100 年時代」を見据えた取り組みが動き出す。 

●社会人も必要に応じて学び、学んだ成果を活かし、より豊かな人生を生涯にわたって送る「マ

ルチステージ」の人生へと考え方が変化。 

●生涯学習の理念と実践は、多摩市の目指す「健幸都市」の実現にも必要不可欠な要素。 

●生涯学習活動は、個人の生活を豊かにすると同時に、さまざまなつながりを通じて地域社会全

体を豊かにしていく可能性を秘める。 

●市民協働により課題解決できる地域社会の実現のため、誰もが、世代や性別、国籍、障がいの

有無を問わず、いつでも、どこでも学べる環境整備が強く求められる。 

●第４次多摩市生涯学習推進計画は、市民の学習とその成果の発揮という営み（プロセス）を、

行政として側面から支援するために策定する。 

 

 

 

※ＡＩ：人工知能 

※デジタルトランスフォーメーション（DX）：IT の浸透を通じて、人々の生活をあらゆる面

でより良い方向に変革すること。 

※ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）：2015 年 9 月の国連サミットで採択された、2030 年まで

に持続可能でよりよい世界を目指す国際目標。17 のゴール、169 のターゲットから構成さ

れる。 
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第３節 計画の位置づけ 

●「多摩市生涯学習推進計画」は、市の最上位計画である「第五次多摩市総合計画 第３期基本

計画」で示される、市の目指すまちの姿を実現するために、生涯学習施策の推進に向けた基本

的な考え方と方向性を定める計画。 

●人口減少や少子高齢化の急速な進行、急速な技術革新、環境問題の深刻化といった社会環境の

変化に対応した上で、今後 10 年間の変化を見据えた計画として策定する。 

●各部局において実施される意識啓発事業や市民参画事業等といった、学びの場と学びの成果を

発揮できる場を提供する各種施策について、生涯学習の視点から体系化し、生涯学習の推進、

ひいては各種施策の目標達成を支援するための計画として策定する。 

●推進にあたっては、文化、スポーツ、読書等、さまざまな分野の個別計画との整合・連携を図

る。 

 

■関連計画との位置づけ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４節 計画の期間 

●本計画の期間は、令和３（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 か年。なお、総

合計画の改定時期等を考慮しつつ、５年をめどに必要に応じて見直しを行う。 

 

■計画の期間 

令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和 10 令和 11 令和 12 

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 
          

第４次多摩市生涯学習推進計画（本計画） 

          

    見直し 

 

    

          

  

改訂版 

 

第５次多摩市総合計画 

第３期基本計画 

<その他関連計画等>  

●多摩市地域福祉計画 

●多摩市障がい者基本計画及び第5 期多摩市障害福祉計画・ 

第1 期多摩市障がい児福祉計画 

●第7 期多摩市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

●多摩市みどりと環境基本計画中間見直し版        など 

第４次多摩市 

生涯学習推進計画 

（本計画） 

<主な関連計画>  

●多摩市子ども・子育て支援事業計画 

●多摩市教育振興プラン（改訂版） 

●第三次多摩市子どもの読書活動推進計画 

●多摩市における文化芸術振興方針 

●多摩市スポーツ推進計画 
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第２章 生涯学習をめぐる現状と課題 

 

第１節 多摩市の生涯学習を取り巻く状況 

１ 近年の社会状況 

（１）グローバル化の進行 

●ＡＩの進化やビッグデータの活用などを契機とするデジタルトランスフォーメーションが進行。 

●経済のグローバル化に伴い、観光や就労を目的とする外国籍人材の流入と交流が急速に拡大。 

 

（２）人口減少社会の到来と少子化・高齢化が進行 

●「人生 100 年時代」を控え、健康づくりをはじめとするこれまでの人生設計の考え方について

転換が迫られる。 

●多摩市は、都内 26 市でも類をみないスピードで高齢化が進行。 

●「団塊の世代」が後期高齢者（75 歳以上）に達する令和 7（2025）年には、高齢化率は 30％

を超え、令和 12（2030）年には、多摩市民の３人に１人が高齢者になる。 

 

（３）若者世代・子育て世代への支援 

●少子化の進展。 

●いじめ、不登校、貧困問題、ひきこもりなど、様々な問題が顕在化。 

●経済的格差など、世代間ギャップの拡大。 

 

（４）地域コミュニティの助け合い・支え合いによる地域課題への対応 

●社会の成熟化に伴い、市民の価値観は多様化し、行政だけでは支えきれないニーズも増加する

など、地域課題が複雑化。 

●人と人とのつながりの希薄化や、地域コミュニティの担い手・支え手不足の一層の深刻化が見

込まれる。 

●子育て、介護、障害などをきっかけに孤立するなど、地域において様々な不安や悩みを抱える

ケースが認められる。 

 

（５）安心・安全なまちづくりに向けた取り組み 

●近年、自然災害の大規模化が進んでおり、多摩市においても複数の自主防災組織による合同訓

練等、地域ぐるみの防災対策を実施。 

●多摩市の犯罪件数は平成 11（1999）年をピークに年々減少傾向にある一方、特殊詐欺被害件

数とその被害額は年々増加。 
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（６）共生と持続可能なまちづくりに向けた取り組み 

●ＳＤＧｓに代表される、真に持続可能な地球づくりへとつながるイノベーションや取り組みが

世界規模で進行。 

●平成 30 年６月に、国の第３期目の教育振興基本計画が閣議決定。その中で、人生 100 年時代

を見据えた生涯学習、社会人の学び直しに加え、「障がい者の学習推進」や「持続的発展のため

の学び」といった具体的目標が掲げられる。 

●多摩市においてもＳＤＧｓに対応した各種取り組みを全市的に展開。 

●多摩市内全小中学校において、ＥＳＤ※が展開。 

●共生社会の実現に向けた取り組みの一方、実現への障壁となる事象や意識も多く残る。 

●昭和 40 年代から 50 年代にかけて集中整備された公共施設の老朽化、更新時期を迎える。 

 

（７）生涯学習を通じた豊かな地域社会づくりと新たな地域文化の創出 

●平成 28（2016）年 12 月、文科省は、生涯学習（教育、文化、スポーツ）を通じた生きがい

づくり、地域とのつながりづくりを推進し、「障害者の自己実現を目指す生涯学習政策」を総合

的に展開していく方針を明示。 

●平成 30 年６月に、国の第３期目の教育振興基本計画が閣議決定。その中で、人生 100 年時代

を見据えた生涯学習など、具体的目標が掲げられる。 

●地域住民等の参画により、子どもたちの豊かな学びや健やかな成長と、地域活性化の双方を目

指す「地域学校協働活動」の、全地域での実施が提唱される（H30 中教審答申）。 

●平成 21（2009）年度から「2050 年の大人づくり」をキャッチフレーズに、多摩市全小・中

学校がユネスコスクールに登録し、持続発展教育・ESD に重点的に取り組む。 

●東京都では、2020 年オリンピック・パラリンピック競技大会の開催地として、都内全公立学

校でオリンピック・パラリンピック教育を推進。 

●多摩市も都内最長の自転車競技ロードレースコース（11.8km）の舞台。 

 

 

※ＥＳＤ：Education for Sustainable Development の略で「持続可能な開発のための教育」

と訳される。環境、貧困、人権、平和、開発の問題など、現代社会の諸課題を自らの問題として

捉え、身近なところから取り組むことにより、課題解決につながる新たな価値観や行動を生み

出すこと、そしてそれによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や活動。 
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第２節 第３次計画の進捗確認について 

 

【目指す方向１】人がふれあい、信頼の絆が広がるまち 

●主な推進項目は、施設の有効活用や市民同士のつながりを作る機会や場の提供、世代ごとの社

会参加支援への取り組みといった事項。 

●各個別施策の状況については、いずれも大きな課題はなく、順調に進んだ。 

●成果指標については、以下の通りで目標をほぼ達成。 

成果指標 平成 22 年度 平成 30 年度 

地域で困った時に助け合える関係を築きたいと

思う市民の割合 

72.0％ 79.4％ 

（目標値 80％） 

 

【目指す方向２】人と人がつながり、助け合い、支え合うまち 

●主な推進項目は、個人や団体の交流、多文化・多世代の交流、地域の支えあいなど充実するよ

うなしくみづくりを目指した取り組みといった事項。 

●各個別施策の状況については、継続的な取り組みがされている状況。 

●成果指標については、向上しているが、例えば、地域課題を解決していくことを目的に検討し

た施策について、実施に至っていないなど課題が残る。実績値と目標値に大きな差異があり、

取り組みについての見直し、改善が必要。 

成果指標 平成 22 年度 平成 30 年度 

多様な担い手が協働し、人々がつながりを持っ

て互いに支え合えるまちだと思う市民の割合 

13.0％ 13.5％ 

（目標値 20％） 

 

【目指す方向３】人や団体が相互に関わりあいながら、協力して地域づくりを進めるまち 

●主な推進項目は、市民協働・市民参画の推進、学校教育・家庭教育との連携およびまちづくり

への学びの還元を目指した取り組みといった事項。 

●各個別施策の状況については、おおむね順調に進んでいるが、一部の事業では課題がみられる。 

●成果指標については、悪化しており、目標値と大きな差異がある状況。個別施策については、

おおむね順調に進んでいるが、指標に反映されないことから、取り組み及び指標設定の方法に

ついて、再度検討が必要。 

成果指標 平成 22 年度 平成 30 年度 

地域活動を通して、自分の力を発見・発揮でき

る機会があるまちだと思う市民の割合 

17.5％ 11.2％ 

（目標値 40％） 
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第３節 アンケート調査結果 

１ 市民対象調査 

（１）調査概要 

市民の学習したいこと、阻害要因などをうかがい、本計画の策定に向けた基礎資料とすること

を目的として、令和元年９月に 15 歳以上の市民を対象とするアンケート調査を実施しました。 

 

対象者 配布数 回収数 回収率 

15 歳以上の市民 2,000 票 441 件 
（内インターネット回答数：47） 

22.1％ 

 

 

（２）主な調査結果 

①『生涯学習活動』についての関心 

 

 

 

 

  

はい, 39.7%

どちらかといえば

はい, 38.1%

どちらかというと

いいえ, 15.2%

いいえ, 5.9%
無回答, 1.1% n=441   単数回答

●約８割が、生涯学習活動に関心をもつ。 
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②『生涯学習活動』の経験 

 

 

 

 

 

③『生涯学習活動』をしなかった（できなかった）理由 

 

 

 

 

  

はい, 45.4%

いいえ, 47.6%

わからない, 4.8%
無回答, 2.3% n=441   単数回答

n=210 複数回答

教えてくれる人がいない

家族や職場など周囲の理解を得にくい

その他

無回答

身近に学習の場がない

一緒に学習や活動する仲間がいない

自分の希望する種類の講座や教室がない

何かを学びたいと思わない

周囲から活動への誘いがない

子どもや親等の世話をしてくれる人がいない

仕事や家事が忙しくて時間がない

特に必要に迫られなかった

費用がかかる

何を学んでよいかわからない

参加しやすい曜日・時間帯に講座等がない

必要な情報が入手しづらい

46.7 

33.3 

13.8 

13.3 

12.4 

11.9 

10.0 

10.0 

9.5 

6.7 

5.7 

5.2 

2.4 

1.0 

10.0 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

●この１年で、４割半ばが生涯学習活動をしている。 

●『生涯学習活動』をしなかった（できなかった）理由としては、「多忙」が最上位。 



資料３ 

9 

 

④知識や経験、学習の成果を、ボランティア活動や地域社会の発展のために活かしたいと思
うか 

 

 

 

 

 

④地域や社会でどのような活動に参加してみたいか 

 

 

 

すでに活かして

いる, 11.8%

活かしたいが、今

はできていない, 
34.2%特に活かしたい

とは思わない, 
29.3%

わからない, 

21.8%

無回答, 2.9%
n=441   単数回答

n=175 複数回答

地域の伝統行事や歴史の継承に関する活動

子育て・育児を支援する活動

学校の環境整備（花壇の整備など）や教育活動を
支援するなど、地域が学校と協働する活動

地元の観光や産業の活性化に貢献するような活動

わからない

無回答

スポーツ・文化活動

地域の子供のためのレクリエーション活動や自然
体験活動など

障害者や高齢者、外国人住民などの支援に関す
る活動

地域の環境保全に関する活動

国際交流に関する活動

防犯・防災活動

38.3 

28.6 

27.4 

25.7 

22.9 

22.3 

20.6 

19.4 

18.9 

15.4 

3.4 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

●『活かしたい』が４割半ばと、潜在的な活用意向は高い。 

●地域や社会で参加してみたい活動については「スポーツ・文化活動」が最上位。 
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（３）調査結果に対する考察 

●約８割が生涯学習活動に関心を示す中、この１年で、４割半ばが生涯学習活動をする一方、ほ

ぼ同数がしておらず、実践には二極化がみられる。 

●生涯学習活動をしなかった（できなかった）理由については、仕事や家事など「多忙」が最も

大きな要因であるが、費用の問題、曜日・時間帯の問題、情報不足など、背景に多様な要因が

ある。 

●知識や経験、学習の成果を、ボランティア活動や地域社会の発展のために活かしたいと思うか

については実際に活かしているのは約１割であるが、『活かしたい』が４割半ばと、潜在的な

活用意向は高い。 

●地域や社会で参加してみたい活動については「スポーツ・文化活動」をはじめ、多岐にわた

る。 
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２ 障がい者対象調査 

（１）調査概要 

それぞれの障がい内容に応じて感じている課題やニーズをうかがい、生涯学習の理念に基づき

対応しうる内容を検討し、本計画の策定に向けた基礎資料とすることを目的として、令和元年 11

月に、多摩市地域自立支援協議会の権利擁護専門部会委員及びその関係者を対象とするアンケー

ト調査を実施しました。 

 

対象者 回収数 回収率 

多摩市地域自立支援協議会の権利擁護専門部会

委員及びその関係者 
116 件 26.3％ 

 

 

（２）主な調査結果 

①この１年間位の間に、どのような「生涯学習活動」を行ったか 

 

 

 
 

②生涯学習活動をする、またはしようするときに、困ったことや活動の妨げになったこと 

 

 

 

n=116 複数回答

ラジオ・テレビの講座

市内・近郊の大学の公開講座

その他

行っていない

無回答

サークルやグループなどでの活動

本を読んで

ウェブサイトで検索・閲覧して

市主催の教室・講座

コミュニティセンターの行事

民間の教室・講座

25.0 

8.6 

7.8 

6.0 

5.2 

3.4 

1.7 

0.0 

28.4 

33.6 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40%

●この１年間の生涯学習活動については、「行っていない」が最上位。 

●生涯学習活動をする上での困りごとや妨げについては、「内容が難しい」「自分の障がいに

対応したものが無いから」がそれぞれ最上位。 
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③生涯学習活動をする、またはしようとするときに、市に求める役割や障がいについて配慮

してほしいこと 

 

 

 
 

（３）調査結果に対する考察 

●この１年くらいの間に生涯学習活動を経験した割合は、約６割に上る。 

●困りごとや妨げについては、内容の難しさや自分の障がいへの対応、参加しやすい場所の問

題、費用の問題などの割合が高く、全体の約７割が何等かの障壁を感じている。 

●市に求めること、配慮してほしいことについては、介助に関わることや情報提供、自分の障が

いに対応した講座や資料の提供など、学習参加に向けて様々な支援が求められている。 

  

n=116 複数回答

自分の親や周りの友達に理解してもらえない

その他

特にない

無回答

内容が難しい

自分の障がいに対応したものが無いから

参加しやすい場所に無いから

費用がかかる

発作など突然の体の変化が心配

一緒に学習や活動する仲間がいない

29.3 

29.3 

22.4 

14.7 

12.1 

11.2 

2.6 

16.4 

27.6 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40%

n=116 複数回答

活動するときのバリアフリーの場の提供

活動の成果が社会的に評価されること

その他

特にない

無回答

介助者等の人的体制を整えること

活動に関する情報提供

自分の障がいに対応した講座や学習資料の提供

活動への参加につながるようなきっかけ作り

必要経費の支援

一緒に学習や活動する仲間作り

52.6 

35.3 

31.9 

30.2 

25.0 

17.2 

11.2 

6.0 

6.9 

13.8 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

●市に求める役割や望む配慮については「介助者等の人的体制を整えること」が最上位。 

障壁を感じている 
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第４節 ワークショップ結果 

誰もが自由に学び、成果を生かせる社会の実現のため、市民の視点から、多摩市で誰もが生涯

学習活動に取り組むうえでの課題と解決のアイデアを話し合っていただくことを目的に、令和元

年 11 月 17 日に「多摩市の生涯学習を考えるワークショップ」を実施しました。 

具体的には、参加者 13 名が世代別（若者世代 20 代・30 代、壮年世代 40 代・50 代、高齢

世代 60 代・70 代）の３つのグループに分かれ、グループごとに市の生活課題と、それらに対し

て生涯学習を通じてどのように解決できるかのアイデアを話し合っていただきました。 

 

■意見・提案（例） 

【若者世代】20 代・30 代 

 課題 解決策 

生涯学習の

イメージが

わかない 

・「生涯学習」という言葉の認識、周知 

・市として生涯学習の定義や事例を発信

する必要？ 

・生涯学習のモデルや具体的な事例をま

とめたものをつくる 

生涯学習へ

の関わり方 

・仕事、育児、子育てをしている中での生

涯学習への関わり方 

・ダイレクトにアプローチする 

・若い人も教える側に回る 

民間との協

力 

・民間、NPO、大学などの担い手と市が

どのように連携していくか 

・企業と協力関係ができるのでは？ 

・民間企業側としてのメリット、提示を 

・影響のある主体（有名人、企業）の発

信力を活用した生涯学習の促進 

 

【壮年世代】40 代・50 代 

カテゴリー 課題 解決策 

コミュニケ

ーションの

環境づくり 

・仕事以外で人と知り合える場所 

・コミュニケーション不足 

・市民間の交流の場の充実 

・インターネットを使用した e-ラーニン

グ 

・他人を批判、評価をしない場 

コンテンツ

の問題 

・必要とする講座がない 

・世代に関係なく興味を共有できるテー

マづくり 

・楽習＝コンテンツの多様化。楽しくな

いイメージの「学習」ではなく「楽習」 

時間・場所・

費用の問題 

・仕事で時間がとれない ・費用がかかる 

・場所が不便 

・小学、中学校の活用 

周囲の理解

本人の意識 

・学習することに関して周囲の理解が不

足している 

・生涯学習に関して意識が低い 

・外国人にも「教え手」になってもらう 

・障がい者も参加できる学び（教え手と

しても）パラスポーツの体験・講習、交

流機会 
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【高齢世代】60 代・70 代 

カテゴリー 課題 解決策 

学校・地域学

習 

・学校とか地域になかなか関わりがもて

ない 

・SDGs は多摩市の学校も取りくんでい

るので地域の人も共に学ぶ 

・不登校、ひきこもり問題も地域で学びた

い 

・学校支援には高齢者の力活用 

・地域、学校で、教育についての学習会、

講演会、対話の会 

・SDGs の授業などに地域の人も参加 

コミュニケ

ーション 

（多世代） 

 

・つながり合う仕組みが多様であるべき 

・共働き世帯の地域への参加方法の工夫 

・サークル活動を持続できる方法 

・民間の空きスペース、空き家を活用 

・半官半民の場が作れないか、立派でな

くて良い 

・地域の廃校などを市民に任せる 

方法・場づく

り 

・目的などの堅苦しさのない、何でも話せ

る場 

・子ども、障がい者、健常者…と区切りを

しない、目的は同じ、共有する場 

・気楽に誰でも立ち寄れる場を増やす工

夫 

・生涯学習支援バンクを積極的に展開 

・現在活動している団体を繋げていける

力量のコーディネーター養成 
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第５節 多摩市の生涯学習をめぐる課題まとめ 

生涯学習を取り巻く社会状況や、これまでの多摩市の取り組み、アンケート調査結果、ワーク

ショップ結果等をふまえ、多摩市の生涯学習をめぐる主な課題を次のとおり整理します。 

 

課題１ 生涯学習活動への参加を妨げている原因の解消 

市民の生涯学習活動についての関心は高く、学習活動を経験した割合もアンケート回答者の半

数近くに上ります。一方で、仕事や家事などによる多忙をはじめ、費用の問題、情報不足など、

様々な理由で学習活動をしなかった、あるいはできなかった人も少なくありません。 

また、障がい者については、内容や参加場所、介助体制の確保など、それぞれの障がいの状況

に合わせた配慮が求められています。 

介助者の必要性や、アクセス、適した活動メニューの不足、費用の問題など、様々な理由で、

生涯学習活動への参加が難しい状況が生じています。学習活動への参加を妨げている原因を可能

な限り取り除き、障がいの有無や性別、年齢、生活状況などの違いにかかわらず、誰もが気軽に

学習参加できる状況を整えていくことが重要です。 

 

 

課題２ 個人や地域・社会のニーズに応じた生涯学習メニューの充実 

全国的に少子高齢化が一層進行していく中、多摩市においても 2030 年には３人に１人が高齢

者となることが見込まれるなど、人口減少社会への対応が大きな課題となっています。 

また、情報化社会の進展や社会経済情勢の変化、地球規模の環境の変化等、生活を取り巻く状

況が急速に変化する中、多摩市では、ＳＤＧｓに関する取り組みを全市的に推進していますが、

関連する内容は、今地球に住むすべての人が、真剣に向き合い、改善に向けて連携していくこと

がもとめ。ワークショップでは、学校でのＳＤＧｓの授業などに地域の人も参加するといった意

見や、コンテンツの多様化、楽しく学ぶ「楽習」という考え方も出されています。 

今後は、個人レベルでの関心に応じた学習への支援を図るとともに、高齢化やまちづくりなど、

地域・社会のニーズに対応していくための知識や技能を積極的に身に付けていくことが求められ

ています。 

 

 

課題３ 誰もがいつでも気軽に集え、学び合える場の充実 

多摩市では、コミュニティセンターやパルテノン多摩をはじめとする公共施設において、市民

の交流・活動の場の確保を図っていますが、多様なライフサイクルやライフスタイルをもつ市民

のニーズに対応する上で、制約や課題も見られます。 

他方、増加する空き家の状況などをふまえ、民間で小規模な学び合い、集いの場を増やしてい

くことなどがワークショップでも提案されています。 
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また、市民の多様なキャリアや障がい、外国籍、若者といった背景等を活かしながら、一方通

行の学び手になるだけでなく、教え手にもなりながら、共に学び合える場を創出することも提案

されています。 

今後は、民間を含む市内の様々な資源を有効に活用しながら、誰もが気軽に集い、学び合える

場を充実させていくことが重要です。 

 

 

課題４ 誰もがつながり、認め合える環境づくり 

地域での人と人とのつながりが希薄化する中、高齢者の閉じこもりや若者の引きこもり、子育

て、介護など、様々な場面で地域社会から孤立する状況が顕在化しています。市内でも自治会・

町会のほか、ＮＰＯ法人、市民団体等により、様々な地域活動が進められていますが、活動の担

い手不足や負担感の増加が課題となっています。 

一方で、仕事以外の人と知り合いたいといった希望や、障がい者、外国人、異世代など、様々

な人と触れ合うことで、互いを理解し、認め合うきっかけともなることがワークショップでも指

摘されています。 

今後は、誰もがつながり、認め合える環境づくりに向けた取り組みを進めていくことが課題で

す。 

 

 

課題５ 生涯学習活動に関する情報提供・意識啓発 

市民による様々な生涯学習活動が展開されていますが、一方でアンケート調査では約半数が生

涯学習活動をしていないと回答し、またワークショップでも「生涯学習」という言葉についての

理解や認識が不足しているとの意見がみられます。 

アンケート調査では、市で実施する生涯学習施策について、認知度が低い状況も確認されてい

ます。 

情報発信に関する課題に対して、世代などターゲットを定めた発信方法の検討や、直接見たり

体験してもらうといった意見が提示されています。 

他方、学習することに関しての周囲の理解不足や、学習に対する意識の低さについての指摘も

あることから、今後は生涯学習活動に関する情報を適切に発信するとともに、学習参加に向けた

意識啓発を進めていくことが重要です。 
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課題６ 学びの成果の発揮 

知識や経験、学習の成果を、自分以外のために活かしたいと考える市民は少なくありません。

すでにボランティア活動や地域活動の発展のために活かしていたり、今後活かしたいと考える割

合もアンケート回答者の約半数近くに上ります。 

また、地域や社会で参加してみたい活動として、スポーツ・文化活動をはじめ、地域の子ども

や障がい者、高齢者、外国人住民などの支援に関する活動が上位に挙がっています。 

今後は、市民の協働による活動等を通じて、地域づくり、まちづくり活動につなげていくなど、

市民が学びの成果を十分に発揮し、地域で活躍できる環境の整備が課題です。 
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第３章 計画の基本的な考え方 

 

第１節 計画の基本理念 

本市ではこれまで『「笑顔をつむぐ 生涯学習」～「ふれあい」から始まる地域づくり～』を基

本理念に、生涯学習施策を展開してきました。 

これからも、市民一人ひとりが、自分に合った学びを楽しみ、また学びを通じて誰かとつなが

り、学び合うことで、互いを理解し、認め合い、さらにはつながりが広がる中で、誰もが健康で

幸せなまちを実現したいと考えます。 

また、学びを通じて人と人がふれあい、そのふれあいから生まれるさまざまな発見や取り組み

が地域づくりの出発点となり、地域が活性化していくことが期待されます。 

そこで、本計画では『学びあいがつむぐ健幸なまち～「ふれあい」からはじまる地域づくり～』

を基本理念に掲げ、市民の学びの支援に向けた取り組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学びあい 

学びあいがつむぐ健幸なまち 

～「ふれあい」からはじまる地域づくり～ 

一方通行の「教える」、「教わる」の関係だけでなく、相互的な関係

性となることを大切にし、それを「学びあい」ということばで表現

しています。 

健幸なまち 
世代の多様性があり、市民の誰もが生涯を通じて健康で幸せである

都市を「健幸都市」（健幸なまち）として、多摩市全体で目指す目

標としています。 

つむぐ 
学び合うことで互いを理解し、認め合い、さらにはつながりが大き

く広がっていく姿を「つむぐ」ということばで表現しています。 
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第２節 計画の目指す方向 

先に掲げた基本理念の実現に向けて、次の４つを目指す方向として定め、施策を展開します。 

 

 

 

 

誰もが、人とふれあうことや地域とかかわりを持とうとすることができる場や機会をつくる。 

※社会参加支援や居場所づくりのイメージ 

 

 

 

 

人と人とのつながりを促し、相互に認め合い、助け合える環境をつくる。 

※ボランティアや共生社会をつくるイメージ 

 

 

 

 

多様化する学びへのニーズに対応し、生活環境の変化に柔軟に応じた学びの場や機会をつくる。 

※個人的課題に関する個人学習のイメージ 

 

 

 

 

学びあいが地域へと広がり、市民や行政の協働によって、誰もが輝けるまちをつくる。 

※持続可能で元気な地域をつくるイメージ 

 

  

目指す方向１ 誰もが一歩をふみだせるまち 

目指す方向２ 人と人とがつながり認め合うまち 

目指す方向３ いつでもどこでも自分を高められるまち 

目指す方向４ 学びあいと協働でかがやくまち 
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第３節 施策の体系 

 

基本 

理念 
目指す方向 推進項目 個別施策 

学
び
あ
い
が
つ
む
ぐ
健
幸
な
ま
ち
～
「
ふ
れ
あ
い
」
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
づ
く
り
～ 

目指す方向１  

誰もが一歩をふみ

だせるまち 

●情報提供の充実 

●相談体制の充実 

●学習の場や機会づくり 

 

目指す方向２  

人と人とがつなが

り認め合うまち 

●地域活動・ボランティア活

動・ＮＰＯ活動への支援 

●人材育成への支援 

 

目指す方向３  

いつでもどこでも

自分を高められる

まち 

●「健幸」な人生に向けた学び

の充実 

●ライフステージ・ライフサイ

クルに応じた学習メニュー

の充実 

●誰もが学べる環境づくり 

 

目指す方向４  

学びあいと協働で

かがやくまち 

●学びを通じた市民協働の推

進 

●家庭・学校・地域の連携・協

働による学びの推進 

●持続可能で元気な地域づく

り 

●生涯学習推進体制の充実 
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第４節 成果指標 

 

目指す方向１ 誰もが一歩をふみだせるまち 

評価指標 実績値 目標値 備考 

    

    

 

目指す方向２ 人と人とがつながり認め合うまち 

評価指標 実績値 目標値 備考 

    

    

 

目指す方向３ いつでもどこでも自分を高められるまち 

評価指標 実績値 目標値 備考 

    

    

 

目指す方向４ 学びあいと協働でかがやくまち 

評価指標 実績値 目標値 備考 
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第５節 計画の進行管理 

本計画では、目指す方向ごとに成果指標を設定し、計画の達成状況についての把握を行います。 

計画の推進にあたっては、各部関係部長で組織され、生涯学習推進計画の策定及び総合的推進

に関することを決定する「多摩市生涯学習推進本部」のもと、社会情勢の変化等に的確に対応し

た施策や事業計画を推進するとともに、計画の進行管理に努めます。また、各関係課長で組織し

た「多摩市生涯学習推進本部専門委員会」において、本計画に基づく具体的施策の協議及び調整

を行います。 

そして、市民の参画を得ながら、定期的に進捗状況調査等を実施し、事業の評価を行います。 

 

■PDCA サイクルに基づく計画推進のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩市生涯学習推進本部 

専門委員会 

 

多摩市生涯学習推進本部 

 

 

計画の策定 

（Pｌａｎ） 
 

 

点検・評価 

（Ｃｈｅｃｋ） 
 

 

見直し・改善 

（Ａｃｔｉｏｎ） 
 

 

計画の実行 

（Ｄｏ） 
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第４章 施策の展開 

 

目指す方向１ 誰もが一歩をふみだせるまち 

 

 

目指す方向２ 人と人とがつながり認め合うまち 

 

 

目指す方向３ いつでもどこでも自分を高められるまち 

 

 

目指す方向４ 学びあいと協働でかがやくまち 
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資料 

 

１ 計画策定経過について 

 

２ 第四次多摩市生涯学習推進計画策定委員会設置要綱 

 

３ 第四次多摩市生涯学習推進計画策定委員会名簿 

 

４ 第四次多摩市生涯学習推進計画策定委員会開催経過 

 

５ 多摩市生涯学習推進本部設置要綱 

 

６ 多摩市生涯学習推進本部委員名簿 

 

７ 多摩市生涯学習推進本部会議開催経過 

 

８ アンケート調査結果 

 

９ ワークショップ結果 

 

１０ 用語解説 

 


